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Abstracts

Weconductedaquestionnairesurveyonthefruitschosentoexpressfigurativelytheir

self-imagebymaleandfemalestudentsatOtemaeUniversity.Thequestionis,"Which

fruitcouldyouseeyourselfas?"Amajorityoftheanswersconcerningthefruitsselected

wereinthefollowingdescending:mandarinorange,.apple,grapeandpeach.However,

theirfavoritefruitsforeatingwerelistedasfollows:peach,strawberryandmandarin

orange.Thusthereisnocorrelationbetweentheirfavoritefruitsforeatingandthose

forbuildingtheirself-image.Theresultofnocorrelationisalsoobtainedforraretropical

fruitsincludingmango,acerlorla,durian,lychee,guavas,papaya,andavocado.Thestudents

haveapositiveimageoffruitsinvariation,fromcommonJapanesefruitstoraretropical

ones.

はしが き

果物は通常の料理 と異な り概観 を見 て単純 に果物へ の印象 を強め ることがで きる。果物

の味が相乗 されて果物へ の愛着 が一層加重 される。デザー トで食べた際の味であった り、

果物狩 りで見 たその有 り様 であ った り、店頭 に山積 み されている多彩 な色調 であった り

人々には幼 い時か ら馴染 み深い ものとして果物が存在す る。果物への思い入 れが個 々人で

相異す ることは容易 に推測 されるのでその事実 を基 に昨今 「フルーツ占い」が登場 してき

た。それ とは別 に若者達、 とりわけ大学生の果物へ の思い入 れが如何 ほ どであるか興味が
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持たれた。詩人島崎藤村 は詩歌に果物 を詠込んで、後世においてその詩 に接 した人々の心

を打つ。今 回、「自分 を果物 に喩 えるとあなたは どんな果物ですか。」 と学生に尋ねてみた。

その意 図は学生達の果物へ の思い入 れの深さと種類 の多様性 を掌握 したいか らであった。
(1)(2)

著者はすでに学生の抱 くおい しい食のイメージ、学生 による食問題 の解決 を調査 し報告 し

た。 こうした研究の延長 として今回、学生が持つ果物 イメー ジを調査 した。若干の果物統

計デー タと共に以下報告す る。

本論

果物と島崎藤村:

「まだ上げ初めし前髪の林檎のもとに見えしとき

前にさしたる花櫛の花ある君 と思いけり」

島崎藤村詩抄の初恋の一節である。それは彼女への思いと林檎の風情を巧みに描写 した注
(3)

目の若菜集 である。 さらに

「や さしく白き手 をのべて林檎 をわれにあたへ しは薄紅の秋の実 に

ひとこひ初め しは じめな り」

初 恋のときめ きを林檎に擬 えて取 り上 げその思 いを凝集 して表現 した感動 の一句である。

青春真 っ只 中の詩人島崎藤村 の思 い と林檎への思 い入れとが表裏 をな して読者 に迫 る。林

檎 に加 えて さらに果物が詠 まれている。「秋想」の一・句、

「青 き葡萄 は紫 の自然の酒 とかは りけ り」

葡萄がぶ どう酒 にかわって行 く様 を愛情込めて詠 んだ。 また、中野迫遥 を悼 む 「哀歌」の

一句、

「すず しき眼つゆを帯び葡 萄のたまとまがふまでその面影 をつたへ ては」

葡萄 をモチーフに悲 しみをいっぱいに表 した。 これ も葡萄 の一句 であるが 「合唱」 には

「や さしか らずやにひぼ しのぶ だうのたまにうつる とき」

「や さしか らずやむ らさきのぶ だうのふさのかかる とき」

と詠んで姉へ の思いを尽 くした。 これ らはいず れ も島崎藤村が最初 の詩集 として著 した若

菜集に収録 されている。島崎藤村が仙台に移 り住 んで初めて詩歌の創作 に意欲 を燃や し、

作 品を東京 の 「文学界」に載せていた。島崎藤村作詞 「椰子の実」 は唱歌 になった有名な

一節 であるが、果物でないに しろ椰子の実への思い を究極 の表現 とさえ言える取 り上げ方

である。

このように果物に抱 く詩人や作家 の感性 は通常人 に比べ られ ないほ どに強い ものであろ

うが、我々 もまた ことのほか果物 には様々な印象 を抱 く。単 におい しい果物 とい う理解 に

留 まらず果物 の特有の表情 は人々の心 に入 り込 んで くる。それでは若者達 は果物 に どの よ
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うな感性 を抱 くのであろうか。それを知る指標 として学生 に 「あなたは自分 を果物に喩 え

ると何 で しょうか。」 と尋 ねて見た。仮 にそれを 「フルー ッ人間」 と呼ぶ ことにして、た と

えば 「りん ご人間」 は調査 した学生の うち何人いるだろうか、それを調査 した。調査対象

は過去2年 間に亘って総数353名 の男女学生である。

フルーツ人間(果 物比喩)の 分布:

過去2年 間にわたって 「好 きな果物」 これを 「嗜好果物」 の項 目に、「自分 は○○果物

である。」 これを 「比喩果物」の項 目にそれぞれ集計 して表 した。学生 が回答 した フルー

ッ人間 を多 いものか ら順に表1に ま とめた。 トップはみかんを含 む柑橘類、ついで りんご、

ぶ どう、 もも、そ していちごと続 く。梨 をは じめさ くらんぼ、スイカ、バ ナナは次 のグル

ープに位置す る。そ して さらに、 レモ ン、柿 、メロン、パ イナ ップルの順 であった。 日常

口にして好 きな果物(表 では嗜好果物 と表現)は 皆それぞれあ るが、その果物 を 「自分は

○○果物である。」(表 では比喩果物 と表現)と 回答 した とも考え られる。 しか し、 同時に

アンケ ー トした結果 は異 なっていた(表1嗜 好果物)。 トップはみかんではな く、 ももで

表1学 生が思 う自身の比喩果物

番号 果物の種類 比喩果物 嗜好果物

1 柑橘類 70 53

2 リンゴ 5S 34

3 ぶどう 28 18

4 もも 27 64

5 い ちご 23 56

6 梨 17 36

7 さくらんぼ 14 8

8 スイカ 14 12

9 バナナ 14 19

10 し・モ ン 11 1

11 柿

`

11 3

12 メ ロ ン 9 18

13 パイナ ップル 9 11

14 キウイ 8 4

15 トマ ト 4 0

16 ビワ 1 7
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あ りいち ごがそれに続 いていた。例 えば 「自分 は りん ごであ る。」 と主張 しつつ もそれ を

好 きな果物 としている学生は6割 に低下する。 また、「自分 は トマ トである。」 と自認 して

お きなが ら、 トマ トが好 きだ とい う学生 は皆無だった。調査 した時期 は1月 であったので

冬の果物 を比喩果物 として選択 してい ることが考 え られた。 しか し、「自分 はさ くらんぼ

である。」、「自分はス イカである。」 と回答 している事実は果物比喩が季節 に とらわれない

ていないこ とを示 している。 この ように学生が抱 くフルーツ人間は果物への思い入れが殊

のほか強いことを物語 っている。

表2学 生が思う自身の柑橘類比喩

番号 果物の種類 比喩果物 嗜好果物

-
⊥

9臼

へδ

4

5

みかん

オ レンジ

グレープフルーツ

デコポ ン

伊予柑

57

6

5

1

1

47

3

2

0

1

総数 70 53

表3-1珍 しい果物を比喩 した例

番号 果物の種類 比喩果物 嗜好果物

1 ド リ ア ンホ 8 0

2 ライヂ 7 0

3 マ ン ゴ 串 5 7

4 アボガ ド* 4 0

5 ザ クロ 2 0

6 い ちじ く 1 1

7 ブ ル ー ベ リ ー 1 1

8 ア セ ロ ラ* 1 1

9 椰子の実 1 1

10 グアバ* 1 0

11 パパ イヤ* 1 0

12 く り 1 0

13 あけび寧 1 0

*印:果 物写真(表3-2)を 参照
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学生が回答 した比喩果物 は柑橘類が もっとも多か った。 しか し、柑橘類 といって もその

種類 によってその概観や味 はそれぞれ特有である。種類別に整理 した結果、表2を 得た。

日本本来のみかんは特別にぬ きんでて多い。みか んは幼い時か ら慣 れ親 しんだ果物 だけに、

「自分はみか んである。」 と考 えるのが当然か もしれない。近年年中市場へ 出回っているグ

レープ フルー ッは外 国産であ りなが ら比喩果物 としては多 く3位 であった。「自分 はデ コ

ポ ンである。」、 「伊予柑 であ る。」 とのユニークな学生 もいた。東京な らびに大阪の大都市
(4)

に住 むオフィス レディの比喩果物に関す る調査結果があって(表6)、 そこでの トップがや

は りみかんであった。双方に類似性が あって興 味深い。

自分 はフルーツ人間である との思いを珍 しい トロピカルな果物 に喩えている学生 を表3

に示 した。 ドリア ンを嗜好果物 としないのに 「自分 は ドリア ンであ る。」 との意 向をもつ

学生が8名 もあった。同 じくライチ も嗜好果物でないにも拘わ らず比喩果物 にあ げている

学生が7名 もあった。嗜好 しない果物 であ りなが ら自分 はその果物であるとして取 り上げ

た果物は ドリア ン、 ライチに加 えてアボガ ド、ザ クロ、グアバ、パパイヤ、栗お よびあけ

びであった。マ ンゴを嗜好果物 とした学生が7名 、かつそれ を比喩果物 とした学生は5名

あった。いち じく、 ブルーベ リー、アセロラ、椰子 の実については嗜好果物 とした学生 と

比喩果物 とした学生がそれぞれ1名 つつあるが同一・人ではなかった(表3-1、 表3-2に

果物の写真)。 珍 しい果物へ の強い印象が比喩果物 とさせた可能性がある。

表4比 喩果物と嗜好果物とが同一であるとした例

番号 果物の種類 例数

1 もも(ピ ーチ) 7(1>

2 いちご 4

3 ぶどう 3

4 さ く ら ん ぼ(ア メ リ カ ンチ ェ リー) 2(1>

5 りんご 2

6 梨 2

7 バナナ 2

8 パ イナ ップル 1

嗜好果物が比喩果物であるとす る学生 を表4に 示 した。その数 は総数に比べ ると必ず し

も多 くない。 しか し、そんな中で も、ももを嗜好 する学生が同時 に 「自分はももである。」

と回答 した数が もっ とも多か った。 りんごを嗜好果物 とし、かつ比喩果物 とした学生は予

想外少 なかった。 さらにみかん を嗜好果物 とし、かつ比喩果物 とした学生 は一人 もいなか

った。つ まり 「自分 はみかんである。」 と考 えているが好みの果物 は別 なのである。
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好 きな果物はあるものの 自分 を果物 に喩 えられ ない学生があって、その数は6名 であっ

た。 ア ンケー ト調査総数 の1.8%に 過 ぎない とはいえ、 自分 を果物 に喩え られない ことは

残念である。

果物購入量の都市別比較:

果物比喩への個人的な印象はそれまでの生活において得た果物の認知である。果物の認

知は実際に食べて得たその時の概観や味覚によると推定 し果物需要を調査 してみた。今回、

学生の出身地を考慮して阪神間の都市を抽出して果物の購入量を調査 した。大阪市、神戸

市、および奈良市を選び、これらと比較するため果物生産都市である長野市ならびに甲府
(5,6,7)

市 も調査 した。資料は 「食生活 デー タ総合統計年報1999年 版」等 である。生鮮果物の購入

量 のもっとも多 い都市は神戸市、それに続 くこと大阪市、奈良市の順であ った。果物 の種

類 ではバナナが もっとも多 く、5つ の各都 市共通であった。 りんごの購入量はみかんのそ

れを抑 えて2位 であった(神 戸市)。 しか し、 りん ご、みかん、いちごの3種 果物 は等 し

く需要が多い(5都 市共通)。 ぶ どう、梨、柿 は購入量が少 ないグループであ る。表5の

8種 の果物 は我々が一般に常 日頃口にす るものであ り、果物特有 の色合 い、形状、香 りな

ど知 り尽 くしている、いわば最 も印象 の強い果物である。 にも拘わ らず学生が回答 した嗜

好果物 、な らびに比喩果物 はこの都市 圏の購入果物 と相 関性はなか った。つ まり学生の抱

く果物 イメージは各人独特の認知か ら生 まれた もの と考 え られる。

表5世 帯 あた りの果物購入量(2000年 、kg/100世 帯 〉

番号 果物の種類 神戸市 大阪市 奈良市 甲府市 長野市

1 バナナ 2.5 2.2 1.8 1.8 1.8

2 りんご 1.s 1.0 1.1 1.1 0.5

3 みかん 0.9 1.0 0.9 1.0 0.9

4 いちご 0.9 1.0 o.s 0.7 0.9

5 ぶどう 0.5 0.5 0.5 o.1 0.2

6 グ レープ フルーツ 0.4 0.3 0.4 0.3 0.3

7 梨 0.4 0.4 0.4 0.2 0.2

8 柿 0.5 0.3 0.3 0.1 o.i

生鮮果物総計 11.1 9.8 8.9 8.3 7.6

総務庁家計調査2000年 版

フルーツ人間、学生 と勤労女性 の比較:

農林 中央金庫 は 「東京、大阪の勤労女性の20代 ～30代 にアンケー ト」 し彼女達の フルー

一29-一



学 生 の 果物 比 喩 イ メ ー ジ

(4)

ッライフを調査 した。総数 は400名 、半数ずつ東京 と大 阪 に割 り当てた。 そこには、好 き

な果物、果物に準 えた 自分、新鮮 な果物のイメージを持 つタ レン ト、有名人、1週 間に食

表6女 性が思 う自分の比喩果物(20代 ～30代)

番号 果物の種類 総数に対する%

1 みかん 15.3

2 りんご 12.8

3 もも 9.5

4 いちご 7.5

5 スイカ 5.5

6 さ くらんぼ 4.3

7 レモン 4.0

8 バナナ 3.8

9 グ レ ー プ フ ル ー ツ 3.5

10 メ ロ ン 3.5

食生活データ 総合統計年報1999年版

表7女 性 が好む果物(20代 ～30代)

番号 果物の種類 総数に対する%

1 いちご 20.0

2 みかん 11.3

3 メ ロ ン 9.3

4 もも 7.5

5 梨 7.3

6 スイカ 6.0

7 グ レ ー プ フ ル ー ツ 5.3

8 りん ご 5.0

9 バナナ 4.8

10 ぶどう 3.8

11 柿 3.5

12 キウイ 2.8

13 さ くらんぼ 1.8

14 夏みかん 1.8

食生活データ 総合統計年報1999年版
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べ る日数、1日 中に食べる回数、購入頻度、購入場所、果物 を食べ た くなる時、果物 を食

べ る理 由、果物 を使 った料理の有無、洋食、和食、お よび中華 にマ ッチする果物、好 きな

国内産果物、外国産果物等 について整理 されている。それ を表6な らびに表7に 掲 げた。

比喩果物 と嗜好果物 についてそれぞれ学生 と若い女性 とを比較す るとおお よそ次の ように

なる。

若い女性の比喩果物 はみかんが トップで次 に りん ごであ る。 この順位 は学生 と一致 して

いた。 しか し、学生は比喩果物 としてぶ どうを高頻度 で回答 しているのに対 し女性はぶ ど

うを回答 していない。一方好 きな果物、いわゆる嗜好果物の比較では学生は もも、いちご、

みかんの順であるのに対 して女性 は、 いちご、みかん、 メロンの順であった。 ももが学生

に好かれ、い ちごは女性 に好かれている。 ここでも学生 と女性 との間に不一致があった。

フルーツ占いとの関係:

上平栄一郎 は理論心理学 と社会心理学、営業心理学等 を専 門的に学び、四柱推命や九星

占い、西洋占星術 をベースにフルーツ占い(果 物 占い)の サ イ トをインター ネッ トに開設
(s>

し、すで に1000万 のアクセス を頂いた と報 じている。同氏 はまたフルーツ心理学 を執筆 中

とのこ とであるが、比喩果物 として多い順 を次の ように発表 した。 キウイ人間、スイカ人

間、チ ェリー人間、ぶ どう人 間、パパ イヤ人 間であった。学生 に多 くみ られたみかん人間

は7位 、 もも人間は10位 だった。 また、学生 に多 かった リンゴ人間は上平栄一郎の報告 に

はない。学生ひ とり一人 について性格や長所 などを別途調査すれば今 回のデータは果物が

もつ特徴 と学生の性格 とを関連でける ことが可能 になるか も知れ ないが、学生 のプライバ

シーが絡むので この論文 ではこれ以上踏み込 まない ことに した。 なお、上平栄一郎 自身は

パパ イヤ人間 と称 しその性格付 けは理論 的で頭が切れる タイプ、 しか し、理屈 っぽい と述

べてい る。

まとめ

「自分 を果物 に喩 える とどんな果物 ですか」、学生 にア ンケー トした。 その狙 いは若者、

とりわ け学生の フルー ッイメージを探 るこ とである。その結果、 トップは柑橘類であった。

自分 はみかん人間であ り、 オレンジ人間だ との主張である。 りんご人間、ぶ どう人間が続

いて多 く、一方珍 しい トロピカルフルーツ人間 もあった。 ドリア ン人間、 グアバ人間、 ア

セロラ人間、等 々である。総 じて学生の フルーツイメージは多彩であ り、 まことに好 まし

い との印象 を受 けた。

一31一



学生の果物比喩イメージ
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